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	応用
	抗原情報
	背景
	ハンチントン病（HD）は、線条体ニューロンの喪失を特徴とする神経変性疾患であり、HDタンパク質ハンチンチンにおけるポリグルタミン鎖の拡大によって引き起こされます。この遺伝子は、WWモチーフを特徴とするハンチンチン相互作用タンパク質群に属するタンパク質をコードしています。このタンパク質はヒストンH3のリジン36に特異的なヒストンメチル化酵素であり、この残基のメチル化は活性クロマチンと関連しています。また、このタンパク質は新規の転写活性化ドメインを有し、高リン酸化RNAポリメラーゼIIと関連することが分かっています。[RefSeq提供、2008年8月]
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	SETD2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

